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 要  旨  
 
 
真球を過ぎる一様流の実験において、レイノルズ数（Re数）を増加して
いくと、抗力係数が急激に減少するドラッグクライシスの存在が知られて
いる。Achenbachは無回転球に対する風洞実験を行い、Re数が3×105あたり
になった時にドラッグクライシスが発生することを示した。Lutanderら
は、ライフル回転している真球の風洞実験を行い、球が非常に速くライフ
ル回転している場合、無回転球の場合よりも低いRe数でドラッグクライシ
スが発生することを示した。 
さて、野球の投手が投げる球種の一つとして、近年『ジャイロボール』
が注目されている。ジャイロボールとはライフル回転するボールのことで
あり、回転数は毎秒 30 回転くらいである。また、ボールが一回転する間
にボールの縫い目が 4 回現れる 4 シーム回転と、縫い目が 2 回現れる 2 シ
ーム回転の 2 種類に主に分けることができる。 
野球ボールに関する研究はこれまでにいくつか行われてきたが、近年で
は姫野が数値計算により様々な球種の抗力係数・揚力係数を求め、その結
果、ジャイロボールの抗力係数は他のどの球種よりも小さい値を示した。
これに対し、溝田らはボールを支持する為に従来用いられるシャフトの代
わりに径の小さいピアノ線を用いて風洞実験を行い、ジャイロボールの抗
力係数を求めたが、その値は姫野の計算値よりも高い値をとった。そこで
筆者らは、一昨年ストレート、フォークボール、ジャイロボールの３種類
の球種について実際に投球されたボールを撮影し、その映像から抗力係数
の比較を行ったが、その結果、回転の少ないフォークボールに比べて回転
数の多いストレートやジャイロボールの方が小さい値をとった。また Re
数に対しての依存性は見られなかった。 
本研究では、一昨年より Re 数の領域を広くとって実験を行った。その結
果、ジャイロボールに関しては Re 数に依存していることが分かり、また
Re=1.8×105 あたりで抗力係数が大きく減少する様子を見せた。一方で、
様々な Re 数において回転しない球と回転する球にかかる抗力係数や揚力
係数などを数値計算することにより調べたが、今回の計算領域内
(Re<10000)では、Re 数が増加すると抗力係数が減少することを示した。 
 
